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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

６/2２現在 

父島 

100/100 

母島  

98.1/100 

５月気象状況    (父島) 

最高気温   28.9℃ 

最低気温   17.9℃ 

平均気温   23.6℃ 

平均湿度   83％ 

月降水量  208.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(６/1) 

             2,585人 

             父島      母島                

  人口      2,129人   456人 

  世帯      1,247    275 

                   
  

                            

   

小
笠
原
村
で
は
、
扇
浦
園
地
の
更
な
る
魅
力
お
よ

び
賑
わ
い
あ
る
空
間
の
創
出
、
園
地
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
の
出
店
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

 

【
営
業
可
能
期
間
】
８
月
１
日(

火)

～
９
月
30
日(

土) 

【
申
込
期
間
】
７
月
３
日(

月)

～
７
月
18
日(

火) 

詳
細
・
申
込
み
方
法
等
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課  

 
 
 
 

２―

３
１
１
４ 

    

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
振

興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
島
し
ょ
振
興

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

【
募
集
期
間
】
８
月
14
日(

月)

ま
で 

【
対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に

関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上(

村
在
住
者)

で
組
織
さ
れ
、
代
表

者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体
等
、

組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
こ
れ
か
ら
創
業
を
予
定
し
て
い
る
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円

を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

令
和
５
年
８
月
１
日
～
令
和
６
年
７
月
31
日 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課 

総
務
係 

《
母
島
》
母
島
支
所 

庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

○
総
務
課 

総
務
係 

        

２―

３
１
１
１ 

○
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

０
３―

５
４
７
２―

６
５
４
６ 

       

中
学
３
年
生
・
高
校
３
年
生
又
は
こ
れ
に
準
じ
る

方(

要
支
援
者)

を
養
育
す
る
一
定
所
得
以
下
の
世
帯

を
対
象
に
、
学
習
塾
代
や
受
験
料
の
貸
付
を
無
利
子

で
行
う
事
業
で
す
。
高
校
や
大
学
等
に
入
学
し
た
場

合
は
、
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

 

【
貸
付
限
度
額
】 

塾
代
20
万
円
、
高
校
受
験
料
２
万
７
，
４
０
０

円
、
大
学
受
験
料
８
万
円
、
受
験
に
伴
う
交
通
費
・

宿
泊
費
11
万
４
千
円
等
。 

 【
貸
付
要
件
】 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

①
現
に
、
要
支
援
者
を
養
育
す
る
世
帯
の
生
計
中
心

者(

18
歳
以
上)

で
あ
る
こ
と 

②
総
収
入(

表
１)

、
ま
た
は
合
計
所
得
金
額(

表
２)

が
一
定
の
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と 

                             

③
預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が
世
帯
で
６
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と 

④
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と(

現
在
居

住
し
て
い
る
場
所
は
例
外
規
定
あ
り) 

⑤
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住(

住
所
登
録)

し

て
い
る
こ
と 

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と 

⑦
暴
力
団
員
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
員
で
な
い
こ
と 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２
ー
３
９
３
９ 

ＮＯ．756 

令和 5 年(2023) 

  ７/１(土) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
者(

扇
浦
園
地)

の
募
集 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

表１．総収入（年間）／給与収入と年金収入のみの場合 

世帯人数 2人 3人 4人 5人 6人 

一般 ― 4,410,000円 5,049,000円 5,737,000円 6,522,000円 

ひとり親 4,057,000円 4,966,000円 5,772,000円 6,396,000円 7,228,000円 

 

表２．合計所得金額（年間）／事業所得や雑所得等がある場合 

世帯人数 2人 3人 4人 5人 6人 

一般 ― 3,087,000円 3,599,000円 4,149,000円 4,776,000円 

ひとり親 2,805,000円 3,532,000円 4,175,000円 4,674,000円 5,405,000円 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集(

第
２
回) 

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業 
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食
費
等
の
物
価
が
高
騰
す
る
中
で
、
そ
の
影
響
を

特
に
受
け
て
損
害
を
被
っ
た
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

を
見
舞
う
観
点
か
ら
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
を
支
給
し
ま
す 
。  

 【
支
給
対
象
者
】 

 

①
平
成
17
年
４
月
２
日(

障
害
児
の
場
合
、
平
成

15
年
４
月
２
日)

か
ら
令
和
６
年
２
月
28
日
ま

で
に
出
生
し
た
者
を
養
育
す
る
父
母
等 

 

②
令
和
５
年
度
住
民
税(

均
等
割)

が
非
課
税
の
方

ま
た
は
令
和
５
年
１
月
以
降
の
収
入
が
急
変
し
、 

住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と
な
っ
た
方 

※
ひ
と
り
親
世
帯
分
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
を
受
け
取
っ
た
方
は
、
こ
の
給
付
金
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

 

【
支
給
額
】
児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万
円 

 

【
申
請
が
不
要
な
方
】 

 

令
和
４
年
度
「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

生
活
支
援
特
別
給
付
金(

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分)

」

を
小
笠
原
村
で
受
給
し
た
方
。 

児
童
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
当
該
手
当
の
登
録
口
座
に
、
そ
れ
以
外
の
方

は
令
和
４
年
度
の
同
給
付
金
の
登
録
口
座
に
、
７
月

下
旬
ご
ろ
振
り
込
み
ま
す
。 

【
申
請
が
必
要
な
方
】 

 

食
費
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
た
方
の
う
ち
、
令
和
５
年
度
所
得
が
非
課
税
で

あ
る
方
、
ま
た
は
令
和
５
年
１
月
以
降
の
収
入
が
非

課
税
世
帯
と
同
じ
水
準
で
あ
る
方
。 

村
民
課
福
祉
係
、
ま
た
は
母
島
支
所
窓
口
で
ご
申

請
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係    

２―

３
９
３
９ 

    

国
の
決
定
を
受
け
、
小
笠
原
村
で
は
電
力
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受
け

た
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
、
給

付
金(

一
世
帯
当
た
り
３
万
円)

を
支
給
し
ま
す
。
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
手
続
き
方
法
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
村
民
だ
よ
り
等
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
ー
２
１
１
１ 

   
◎
自
己
負
担
割
合
が
変
わ
る
方
に
新
し
い
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証(

保
険
証)

を
お
送
り
し
ま
す 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
自
己
負
担
割
合
は
、
新

し
い
年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
等
に
基
づ
い
て
、
毎

年
８
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。 

 

令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
自
己
負
担
割
合
が
変
わ

る
方
に
は
、
新
し
い
保
険
証
を
７
月
21
日(

金)

以

降
に
簡
易
書
留
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。
届
き
ま
し

た
ら
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
自
己
負
担
割
合
な
ど
の

記
載
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
割
合
が

変
わ
ら
な
い
方
は
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
証
を
引
き
続

き
お
使
い
く
だ
さ
い
。 

 

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で
お

使
い
の
古
い
保
険
証
は
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
８
月
１

日
以
降
、
個
人
情
報
に
留
意
の
上
ご
自
身
で
破
棄
し

て
い
た
だ
く
か
、
村
民
課
、
ま
た
は
母
島
支
所
へ
ご

返
却
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
及
び
限
度
額
適

用
認
定
証
を
過
去
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
令

和
５
年
８
月
以
降
交
付
対
象
と
な
る
方
に
は
被
保
険

証
と
同
じ
時
期
に
新
し
い
認
定
証
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。 

令
和
５
年
８
月
以
降
交
付
対
象
外
と
な
る
方
に
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

【
自
己
負
担
割
合
が
１
割
の
方
】 

 

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
は
、
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関

ご
と
の
医
療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
り
、
入
院
時
の
食
費
が
減
額
さ
れ
ま
す
。 

【
自
己
負
担
割
合
が
３
割
の
方
】 

 

被
保
険
者
全
員
の
住
民
税
課
税
所
得
が
６
９
０
万

円
未
満
の
場
合
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
医
療

機
関
ご
と
の
医
療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
。 

 

新
し
く
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
村
民
課
住
民
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

  

２―

３
１
１
３ 

  

◎
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て 

 

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万

一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
等
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年

者(

50
歳
未
満)

納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の

で
、
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
の
窓
口
で
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
令
和
５
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
令
和
５
年
７
月

１
日
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
令
和
５
年
７
月
か
ら
令

和
６
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま

す
。
ま
た
、
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で

す
。 

 

な
お
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
し

て
い
な
い
期
間(

申
請
時
点
か
ら
２
年
１
ヵ
月
前
ま

で
の
期
間)

に
つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等

を
申
請
で
き
ま
す
。 

※
不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か
ら
申
請
を
行

っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
。
該
当
し
た
際
は
す
み
や
か
に
申

請
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

※
令
和
２
年
２
月
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合
も
、

保
険
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
別
途
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の

旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０―

０
５―

１
１
６
５ 

○
村
民
課 

住
民
係 

        

２―

３
１
１
３ 

  

  

７
月
は
、
固
定
資
産
税(

第
２
期)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
７
月
31
日

(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お

納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

 

２―

３
１
１
２ 

    

ク
ラ
ン
プ
や
単
管
パ
イ
プ
、
事
務
机
な
ど
の
事
業

系
ご
み
は
、
家
庭
で
使
用
し
て
い
て
も
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
お
出
し
で
き
ま
せ
ん
。 

 

処
分
す
る
場
合
は
、
有
料
ご
み(

１
kg
に
つ
き

50
円)

と
な
り
ま
す
。
事
前
に
予
約
し
、
平
日
の
午

後
１
時(

母
島
は
１
時
30
分)

～
４
時
の
間
に
指
定

の
場
所
に
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
予
約
先
】 

《
父
島
》
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ―

 
 

２―

２
８
９
４ 

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金 

(
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子
育
て
世
帯
分) 

の
お
知
ら
せ 

   

令
和
５
年
度
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金

の
お
知
ら
せ 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
年
次
更
新 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

事
業
系
金
属
ご
み
の
出
し
方 

～
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
～ 
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《
母
島
》
母
島
支
所 

３―

２
１
１
１ 

 
な
お
、
公
共
工
事
な
ど
で
発
生
す
る
産
業
廃
棄
物

は
島
外
搬
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

    

２―

２
２
７
０ 

 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

    
 

３―

２
１
１
１ 

    

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
・
乾
燥
機
、
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
で
家
庭
用
に
分
類
さ
れ
る
製
品
は
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
で
す
。
処
分
さ
れ
る
際
は
、
受

付
窓
口
で
お
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

【
受
付
窓
口
】 

 

《
父
島
》
村
役
場 

環
境
課 

 

《
母
島
》
支
所
内
簡
易
郵
便
局 

【
手
続
き
方
法
】 

①
受
付
窓
口
で
家
電
の
詳
細
情
報
を
ご
提
示
く
だ
さ

い(

詳
細
情
報
は
家
電
の
裏
面
な
ど
に
あ
る
「
銘

板
」
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
部
分
の

写
真
を
ご
提
示
く
だ
さ
い)

。 

②
こ
の
情
報
を
基
に
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
発
行
い
た
し

ま
す
。 

③
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
郵
便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い(

母
島
で
は
、
同
時
に
送
料
も
お
支
払
い
頂
き

ま
す)

。 

④
父
島
で
は
、
奥
村
の
家
電
保
管
場
所
に
持
ち
込
ん

で
頂
き
、
送
料
も
そ
の
場
で
お
支
払
い
頂
き
ま

す
。 

※
送
料
の
内
、
海
上
運
搬
分
に
つ
い
て
は
、
家
電
製

品
協
会
が
全
額
助
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
負
担
は
内
地
陸
送
分
の
み
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係  

 
 

２―

２
２
７
０ 

 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

  
 
 

３―

２
１
１
１ 

 

   
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
海
域
ツ

ア
ー
の
安
全
対
策
と
し
て
観
光
客
が
安
全
に
楽
し
く

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｓ
Ｎ
／
日
本
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
連
盟
と

連
携
し
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認

定
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

【
講
習
実
施
期
間(

予
定)

】 

10
月
26
日(

木)

～
10
月
28
日(

土) 

 

26
日  

午
後
１
時
～
９
時 

 

27
日
、
28
日  

午
前
９
時
～
午
後
６
時 

 
(

そ
れ
ぞ
れ
休
憩
時
間
を
含
み
ま
す) 

【
講
習
受
講
申
込
み
期
間
】 

 
《
申
込
期
間
》
７
月
３
日(

月)

～
21
日(

金) 

 
《
用
紙
配
布
・
受
付
場
所
》 

村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所 

 

【
受
講
料
】
４
４
，
０
０
０
円 

(

合
格
者
は
登
録
料
等
別
途
５
，
０
０
０
円
程
度
必

要
で
す) 

【
事
前
泳
力
測
定
】 

９
月
中(

予
定)

に
次
の
内
容
の
事
前
泳
力
測
定
を

行
い
ま
す
。 

①
２
０
０
ｍ
ク
ロ
ー
ル(

制
限
タ
イ
ム
４
分) 

②
４
０
０
ｍ
フ
ィ
ン
ス
イ
ム(

マ
ス
ク
・
ス
ノ
ー
ケ

ル
・
フ
ィ
ン
着
用 

フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み 

制
限

タ
イ
ム
７
分) 

③
25
ｍ
平
行
潜
水(

制
限
タ
イ
ム
な
し) 

④
40
ｍ
平
行
潜
水(

マ
ス
ク
・
ス
ノ
ー
ケ
ル
・
フ
ィ

ン
着
用 

フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み 

制
限
タ
イ
ム
な

し) 

 

講
習
の
詳
細
、
申
し
込
み
方
法
等
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局 

 

村
役
場
産
業
観
光
課 

     

２―

３
１
１
４ 

 

  

次
の
番
組
を
録
画
放
送
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
自
宅
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◎
東
京
都
小
笠
原
住
宅
に
関
す
る
『
工
事
説
明
会
』 

【
放
送
日
】 

○
７
月
４
日
（
火
）
午
前
９
時
～
・
午
後
６
時
～ 

○
７
月
５
日
（
水
）
午
前
９
時
～
・
午
後
６
時
～ 

※
父
島
・
母
島
の
説
明
会
の
様
子(

各
回
と
も
同
じ

内
容)

を
放
送
し
ま
す
。 

 

◎
小
笠
原
村
議
会 

臨
時
会
・ 

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会 

【
放
送
日
・
内
容
】 

○
７
月
11
日(

火) 

午
前
９
時
～ 

 
 

臨
時
会(

５
月
10
日
実
施)

、 

本
会
議(

６
月
８
日
実
施) 

○
７
月
12
日(

水)

午
前
９
時
～ 

 
 

総
務
委
員
会
、
本
会
議(

６
月
９
日
実
施) 

 

◎
母
島
返
還
祭
・
父
島
返
還
祭 

【
放
送
日
】
７
月
23
日(

日) 

午
前
９
時
～ 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

    

テ
レ
ビ
放
送
設
備
更
改
作
業
の
た
め
、
次
の
日

時
、
テ
レ
ビ
放
送
を
断
続
的
に
中
断
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

《
父
島
》
７
月
22
日
（
土
） 

午
前
１
時
～
５
時 

《
母
島
》
７
月
27
日
（
木
） 

午
前
１
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

 

村
の
掲
示
板
の
設
置
場
所
を
変
更
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
撤
去
】
扇
浦 

ビ
ー
チ
コ
マ
前 

【
新
設
】
扇
浦 

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

   

小
笠
原
村
観
光
局
は
、
旅
行
会
社
、
マ
ス
コ
ミ
お

よ
び
個
人
旅
行
者
等
に
小
笠
原
の
観
光
に
関
す
る
情

報
発
信
や
相
談
業
務
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
運
営
や
営
業

展
開
を
行
う
事
業
を
本
土
で
精
力
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。 

 

事
業
報
告
会
で
は
、
従
来
の
旅
行
会
社
や
個
人
観

光
客
を
対
象
に
し
た
活
動
に
加
え
、
近
年
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
教
育
現
場
で
の
活
動
、
小
笠
原
フ
ァ
ン

を
巻
き
込
ん
だ
活
動
、
今
後
予
定
し
て
い
る
事
業
展

開
に
つ
い
て
、
詳
し
く
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

観
光
事
業
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
の
方
も
、

ど
う
ぞ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 【
日
時
】 

《
父
島
》
７
月
16
日(

日)

午
後
４
時
～
５
時
15
分 

《
母
島
》
７
月
18
日(

火)

午
後
６
時
～
７
時
15
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
場
所
】 

《
父
島
》
Ｂ
し
っ
ぷ 

２
Ｆ
会
議
室 

《
母
島
》
母
島
支
所 

大
広
間 

（
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
行
い
ま
す
） 

※
来
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
共
に
お
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。 

※
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
録
画
配
信
も
予
定

し
て
い
ま
す
。 

【
観
光
局
事
業
報
告
内
容
】 

 

①
旅
行
会
社
へ
の
営
業
活
動 

 

②
教
育
旅
行
の
誘
致
活
動 

 

③
本
土
で
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
・
対
応 

 

④
メ
デ
ィ
ア
対
応 

家
電
の
処
分
方
法 

～
窓
口
で
の
お
手
続
き
が
必
要
で
す
～ 

「
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

認
定
講
習
」
を
開
催
し
ま
す 

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

11

ch) 

放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
ご
案
内 

 

放
送
設
備
更
新
作
業
に
伴
う 

テ
レ
ビ
放
送
の
断
続
的
な
中
断
に
ご
協
力
を 

 

小
笠
原
村
観
光
局
令
和
４
年
度
事
業
報
告
会 

の
開
催 

 

掲
示
板(

扇
浦)

を
移
設
し
ま
し
た 
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⑤
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
対
応 

 
⑥
小
笠
原
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

⑦
令
和
５
年
度
の
事
業
展
開 

【
報
告
発
表
者
】 

小
笠
原
村
観
光
局 

 
 

根
岸
康
弘
、
伊
藤
優
美
、
山
岸
李
花
子 

配
信URL

：https://bit.ly/3NxxvJc

（zoom

）

（
父
母
共
通
） 

  

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

   

７
月
20
日(

木)

～
８
月
27
日(

日)

の
間
、
小
中

学
校
が
夏
休
み
期
間
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平

日
ダ
イ
ヤ(

扇
浦
線)

の
７
時
15
分
小
港
海
岸
発
便

は
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

        

２―

３
９
８
８ 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 
        

２―

３
１
１
４ 

  

【
出
張
期
間
：
４
月
25
日
～
29
日
】 

・
東
京
都
島
嶼
町
村
長
研
修
会
出
席 

・
東
京
都
町
村
長
会
議
出
席 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

【
出
張
期
間
：
５
月
11
日
～
５
月
31
日
】 

・
島
じ
ま
ん
２
０
２
３
参
加 

・
東
京
都
島
嶼
町
村
長
会
議
出
席 

・
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
組
織
団
体
長 

会
議
出
席 

・
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
総
会 

出
席 

・
公
益
財
団
法
人
小
笠
原
協
会
理
事
会
出
席 

・
下
田
市
黒
船
祭
記
念
式
典
出
席 

・
東
京
都
町
村
議
長
会
行
政
懇
談
会
出
席 

・
東
京
都
島
嶼
町
村
長
研
修
会
出
席 

・
関
東
町
村
会
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
出
席 

・
東
京
都
町
村
長
個
別
連
絡
会
出
席 

・
全
国
離
島
振
興
協
議
会
総
会
出
席 

・
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
視
察(

沖
縄
県
国
頭
村) 

・
そ
の
他
、
東
京
都
関
係
部
局
打
ち
合
わ
せ
等 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 
 

  

６
月
1
日
付 

【
採
用(

主
任
級)

】 

 
母
島
支
所
施
設
係 

 
 

石
川 

哲
也
〔
技
師(

建
築)

〕 

   

令
和
５
年
度
の
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
を
実
施
し
ま

す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ

さ
い
。 

【
日
時
】 

７
月
14
日(

金)

午
後
１
時
15
分
～
２
時
５
分 

【
場
所
】
小
笠
原
中
学
校 

体
育
館 

【
内
容
】 

〇
飲
酒
、
喫
煙
、
薬
物
乱
用
な
ど
の
危
険
性
を
知

り
、
生
徒
の
非
行
行
為
を
予
防
す
る
。 

〇
中
学
生
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
場
所
な
ど

に
つ
い
て
学
び
、
被
害
に
遭
わ
な
い
態
度
を
身
に

付
け
る
。 

※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２―

２
５
０
２ 

  

     

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
夏
休
み
期
間
中

の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
維
持
と
健
康
増
進
を
目

的
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
開
催
期
間
】
８
月
１
日(

火)

～
27
日(

日) 

【
時
間
】
午
前
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】
※
雨
天
中
止(

ご
自
宅
で
行
っ
て
く
だ
さ
い) 

《
父
島
》
①
奥
村
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 
 
 

②
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
裏 

駐
車
場 

《
母
島
》
母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
】 

 

一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催
を
支
え
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
内
容
は
①
出
席
の
ハ
ン
コ
捺
し
②
参
加
人
数
の

カ
ウ
ン
ト
③
体
操
の
お
手
本
等
で
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

父
島 

 

２―

２
４
８
６ 

母
島 

 

３―

２
１
８
８ 

  

 

「
母
島
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
」
を

開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ

さ
い
。(

す
べ
て
無
料
・
予
約
不
要) 

天
候
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
場
合
や

内
容
が
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
変
更
時
等
の
詳
細
は
、
母
島
観
光
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

◎
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
会 

【
日
程
】
８
月
１
日(
火) 

【
時
間
】
午
前
10
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
内
容
】
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ(

親
亀)

を
放
流
し
ま
す
。 

 

◎
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル 

【
日
程
】
８
月
２
日(

水)

・
５
日(

土)

・ 

９
日(

水)

・
15
日(

火) 

【
時
間
】
午
後
８
時
～ 

【
場
所
】
母
島
沖
港
船
客
待
合
所
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

【
内
容
】
母
島
の
水
辺
の
生
き
物
に
直
接
触
り
な
が   

 
 
  

ら
解
説
を
行
い
ま
す
。 

 

◎
稚
亀
放
流
＆
星
空
観
賞
会 

【
日
程
】
８
月
12
日(

土) 

【
時
間
】
午
後
７
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
内
容
】
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤

ち
ゃ
ん
を
海
に
放
流
し
た
後
、
星
空
を
観
賞
し
ま

す
。
星
に
つ
い
て
の
解
説
も
あ
り
ま
す
。
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
の
孵
化
の
状
況
に
よ
っ
て
は
稚
亀
放
流
が

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

◎
星
空
観
賞
会 

【
日
程
】
８
月
16
日(

水) 

【
時
間
】
午
後
８
時
～ 

【
場
所
】
母
島
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
内
容
】
新
月
の
星
空
を
観
賞
し
ま
す
。 

 

◎
南
洋
踊
り
体
験
会 

【
日
程
】
８
月
18
日(

金) 

【
場
所
】
母
島
沖
港
船
客
待
合
所 

【
時
間
】
午
後
７
時
30
分
～ 

【
内
容
】
小
笠
原
の
伝
統
舞
踊
で
あ
る
南
洋
踊
り
を

本
格
的
な
衣
装
を
着
け
て
体
験
で
き
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

 
 

３―

２
３
０
０ 

 

 

 

令
和
２
年
に
狩
猟
免
許(

網
猟
、
わ
な
猟
及
び
銃

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ  

村
長
出
張
報
告(

４
月
・
５
月) 

 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

 

小
笠
原
中
学
校 
 

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
の
お
知
ら
せ 

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催
・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集 

 

母
島
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３ 

 

狩
猟
免
許
更
新
の
お
知
ら
せ 
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猟)
を
取
得
・
更
新
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
免
許
の
更

新
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
更
新
す
る
に
は
、

次
の
と
お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
、
適
性

検
査(

視
力
、
聴
力
及
び
運
動
能
力)

に
合
格
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
適
性
検
査
と
併
せ
て
実
施
し
て
い
た
講
習

会
は
教
本
等
の
配
布
に
よ
り
代
替
し
ま
す
。 

◎
更
新
申
請 

【
提
出
物
】 

 

次
の
書
類
等
を
ご
用
意
の
上
、
支
庁
産
業
課
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

①
狩
猟
免
許
更
新
申
請
書 

※
窓
口
で
の
記
入
可 

②
手
数
料 

２
，
９
０
０
円
／
種
類 

③
写
真
１
枚(

縦
3.0

cm
、
横
2.4

cm) 
 

※
申
請
前
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、

上
三
分
身
、
無
背
景
で
あ
る
こ
と
。 

④
医
師
の
診
断
書
１
通
ま
た
は
現
に
有
効
な
猟
銃
・

空
気
銃
所
持
許
可
証
の
写
し(

原
本
も
持
参) 

⑤
今
回
更
新
の
対
象
と
な
る
狩
猟
免
状
の
原
本 

【
締
切
】
９
月
14
日(

木)

ま
で 

◎
適
性
検
査(

視
力
、
聴
力
及
び
運
動
能
力) 

更
新
申
請
に
併
せ
て
窓
口
で
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
産
業
担
当 

２―

２
１
２
５ 

   

 

日
頃
よ
り
、
園
地
の
適
切
な
利
用
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
夏
本
番
に
な
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
予
定
し
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。 

園
地
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
場
合
は
、
支
庁
土

木
課
自
然
公
園
担
当
ま
で
届
出
を
ご
提
出
く
だ
さ
い

(

園
地
内
で
の
直
火
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い)

。 

 

皆
様
に
園
地
を
快
適
か
つ
安
全
に
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

            

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

２―

２
１
６
５ 

(

園
地
・
歩
道
の
利
用
に
つ
い
て) 

 

  

【
日
時
】
７
月
11
日(

火)
午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 
２
階
会
議
室                          

            

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・
求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
お
知
ら
せ
】 

◎
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ 

 

今
年
の
労
働
保
険
年
度
更
新
は
７
月
10
日(

月)

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

申
告
書
の
提
出
及
び
保
険
料
の
納
付
は
同
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

年
度
更
新
の
書
類
が
届
い
て
い
な
い
事
業
主
の
方

は
、
お
早
め
に
労
働
主
査
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
農
林
水
産
の
一
部
の
事
業
を
除
き
、
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働
保
険
に
加
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
労
働
者
を
雇
用
し
て

い
る
の
に
労
働
保
険
の
手
続
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
早
急
に
手
続
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

◎
全
国
安
全
週
間
の
お
知
ら
せ 

 

厚
生
労
働
省
で
は
、
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働

災
害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識

の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
７
月
１
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
、
全
国
安

全
週
間
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
を
機
会
と
し
て
、
各
事
業
場
で
労
働
災
害
減

少
の
た
め
の
取
組
を
実
施
あ
る
い
は
見
直
し
を
す
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
高
め
る
意
識
と
安
全
行
動 

築
こ
う
み
ん
な
の
ゼ

ロ
災
職
場
」 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

  

【
実
施
日
程
】
７
月
12
日(

水) 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん  

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
７
月
28
日(
金) 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(

受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分) 

   

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日 

 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

    

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部
地
域

活
動
推
進
課 

 
 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

      

７
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
６
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

 
 

 

 

 

対 象 の 園 地  

宮 之 浜  

境 浦  

コ ペ ペ  

小 港  

園
地
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
際
は 

届
出
を
ご
提
出
く
だ
さ
い 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

 

定
期
予
防
接
種 
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※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
６
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ

ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ

ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

  

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
  

３―

２
１
１
１ 

 
 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
７
月
13
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

  

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日 

時
】
７
月
18
日(

火) 

受
付
時
間 

午
前
10
時
～
11
時 

【
場 

所
】 

母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 ●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

  

助
産
師
に
よ
る
母
乳
育
児
に
関
す
る
会
を
開
催
し

ま
す
。
授
乳
の
こ
と
、
卒
乳
の
こ
と
な
ど
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
？  

【
対
象
者
】 

１
歳
～
卒
乳
を
迎
え
て
い
な
い
お
子
様
と
保
護
者 

【
日 

時
】
７
月
10
日(

月) 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
研
修
和
室 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

【
締
め
切
り
】
７
月
７
日(

金) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係          

２―

３
９
３
９ 

 

  

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ
わ
る

お
話
、
フ
ロ
ス
の
使
い
方
、
歯
に
関
す
る
相
談
が
で

き
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
も
う
一
度
、
一
緒
に
歯
の

磨
き
方
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？  

【
対
象
者
】
０
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者 

【
日 

時
】 

○
０
～
１
歳
ク
ラ
ス  

７
月
４
日(

火)

午
前
10
時
～
11
時 

○
２
～
３
歳
ク
ラ
ス  

７
月
11
日(

火)

午
前
10
時
～
11
時 

【
場 

所
】 

母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

【
持
ち
物
】 

い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
手
鏡
、 

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。 

【
締
め
切
り
】
各
開
催
日
の
前
日 

 

●
申
込
み
・
問
合
わ
せ
先 

 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
  

３―

２
１
１
１ 

   

お
子
さ
ん
の
成
長
発
達(

こ
と
ば
が
ゆ
っ
く
り
、

落
ち
着
き
が
な
い
、
お
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
い
、

病
気
が
あ
る
な
ど)

に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
、
心

配
な
こ
と
な
ど
一
緒
に
話
し
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
者
】 

お
子
さ
ん
の
成
長
発
達
に
つ
い
て
話
を
し
た
い
保

護
者(

お
子
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
可
能) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
日 

時
】
７
月
19
日(

水)

午
前
９
時
30
分
～

11
時 

※
奇
数
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室 

※
興
味
が
あ
る
方
、
参
加
希
望
の
方
は
事
前
に
保
健

師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２―

３
９
３
９ 

    

３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。
認
知
症
を
理
解
し
、

認
知
症
の
方
や
家
族
を
見
守
る
応
援
者
を
養
成
す
る

講
座
で
す
。
受
講
者
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
印
で
あ
る

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。
事
前
に

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
お
住
ま
い
の
方 

【
日 

時
】
７
月
５
日(

水)

午
後
６
時
～
７
時
30
分 

【
場 

所
】
母
島
支
所 

大
広
間 

【
申
込
締
切
】
７
月
４
日(

火) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

３―

２
１
１
１ 

      

【
休
診
日
】
７
月
３
日(
月)

～
13
日(

木) 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

   

７
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,839 等級 大人 小人

64,950 55,570 32,480 (+1,911) 4,900 2,450

(+9,910) (+8,470) (+4,960) 16,607 (+950) (+470)

46,900 37,520 23,450 (+1,779) 5,880 2,940

(+7,160) (+5,720) (+3,580) 15,277 (+1,140) (+570)

35,330 28,270 17,670 (+1,637) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,390) (+4,310) (+2,700) 1,788

31,030 24,830 15,520 (+192)

(+4,740) (+3,790) (+3,350) 1,331 9,665

等級 村民 村民小人 身障者 (+143) (+1,217)

45,760 22,880 32,480 9,060

(+6,980) (+3,490) (+4,960) (+1,140)

29,540 14,770 23,450 8,456

(+4,510) (+2,250) (+3,580) (+1,064)

22,250 11,130 17,670 968

(+3,390) (+1,700) (+2,700) (+122)

19,530 9,770 15,520 730

(+2,980) (+1,490) (+3,350) (+92)

7月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診(

父
島) 

 

乳
幼
児
計
測
会(

母
島) 

 

育
児
学
級(

卒
乳
の
会)(

父
島)  

育
児
学
級(

歯
科
の
会)(

母
島)  

子
が
め
の
会(

父
島) 
 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座(

母
島) 

 

小
笠
原
村
診
療
所(

歯
科)

の
休
診 

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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◎
父
島
営
業
所
で
の
村
民
乗
船
券
予
約
開
始
日
の 

変
更 

小
笠
原
村
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

は
東
京
出
港
日
の
２
ヶ
月
前
の
同
日
が
本
社
休
業
日

の
場
合
、
翌
営
業
日
の
午
前
９
時
よ
り
東
京
発
便
と

そ
の
直
後
の
父
島
発
便
を
予
約
開
始
日
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
本
社
休
業
日
に
関
わ
ら
ず
父
島
営

業
所
の
営
業
日
で
あ
れ
ば
村
民
の
方
に
限
り
ご
予
約

を
承
り
ま
す
。 

 

※
適
用
開
始
便
：
９
月
１
日
東
京
発
～
５
日
父
島
発

便
よ
り 

※
父
島
営
業
所
の
営
業
日
に
つ
い
て
は
窓
口
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
一
斉
発
売
日(

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
夏
季
多

客
期
、
年
末
年
始
等)

を
除
き
ま
す
。 

※
小
笠
原
村
民
の
方
に
限
り
ま
す
。 

※
父
島
営
業
所
、
母
島
代
理
店(

母
島
農
協)

で
の
予

約
の
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
対
象
外
で

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

 
 

２―

２
１
１
１ 

            

◎
平
島
視
察
会 

 

平
島
は
比
較
的
面
積
が
小
さ
く
、
母
島
に
最
も
近

接
す
る
島
で
す
。
島
の
端
部
に
分
布
す
る
オ
ガ
サ
ワ

ラ
ス
ス
キ
群
落
に
は
固
有
の
蝶
で
あ
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ

セ
セ
リ
や
固
有
植
物
の
オ
オ
ハ
マ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
が

生
息
・
生
育
し
ま
す
。
ま
た
、
陸
産
貝
類
で
は
、
エ

ン
ザ
ガ
イ
類
な
ど
主
に
小
型
種
の
生
息
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
平
島
は
近
年
、
生
息
数
が
激
減
し
て
い
る
オ

ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
繁
殖
地
で
も
あ
り
ま
す
。 

村
で
は
、
昨
年
度
か
ら
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
を

保
全
す
る
た
め
、
巣
を
襲
う
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
生
息
密

度
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
殺
鼠
剤
散
布
を
行
い
ま
し

た
。 視

察
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
や
生
き
物
の
解
説

に
つ
い
て
話
を
聞
き
な
が
ら
、
現
地
を
歩
き
ま
す
。 

         

【
日
時
】
７
月
17
日(

月
・
祝
日) 

 
 
 
 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
半
頃 

【
集
合
・
解
散
場
所
】 

脇
浜
な
ぎ
さ
公
園
入
口
近
く
の
岸
壁 

【
募
集
人
数
】
17
名
程
度(

事
前
申
込
制) 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。 

【
募
集
期
間
】
７
月
12
日(

水)

ま
で 

【
応
募
資
格
】
次
の
①
②
③
に
該
当
す
る
方
。 

①
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方 

②
体
力
に
自
信
の
あ
る
方(

目
安
と
し
て
、
高
山
経

由
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
の
遊
歩
道
、
乳
房
山
遊
歩
道
が

余
裕
を
持
っ
て
歩
け
る
程
度)

。 

※
視
察
す
る
コ
ー
ス
は
、
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
な
い
た
め
足
場
が
悪
く
、
想
像
以
上
に
体
力

を
消
耗
し
ま
す
。 

※
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
季
節
で
す
。
ご
自
身
の
体

力
や
体
調
を
踏
ま
え
て
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。 

③
ス
パ
イ
ク
足
袋
ま
た
は
登
山
靴
を
お
持
ち
の
方
。 

※
父
島
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
は
参
加
申
込

状
況
を
環
境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
そ

の
後
に
母
島
の
宿
を
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課 

自
然
環
境
係 

 
   

２―

２
２
７
０ 

   

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の

機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
診
療
日
程
】 

○
７
月
18
日(

火) 

午
前
11
時
～
正
午 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

○
７
月
19
日(

水) 

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分 

【
予
約
申
込
】
７
月
12
日(

水)

ま
で 

【
場 

 

所
】 

ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。 

診
療
は
有
料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室
０
９
０―

１
６
９
２―

７
６
６
６ 

 
●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(
環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 

２―

２
２
７
０ 

    

村
民
だ
よ
り
４
月
号
『
南
島
及
び
石
門
に
お
け
る

「
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
』

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
東
京
都
と
小
笠
原
村
と

で
「
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
等
に
関
す
る
協
定
書
」

を
改
定
し
、
南
島
の
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル(

個
別

ル
ー
ル)

を
変
更
し
ま
し
た
。 

【
個
別
ル
ー
ル
変
更
日
】
令
和
５
年
６
月
１
日 

【
変
更
後
の
南
島
の
個
別
ル
ー
ル
】 

                

※
ル
ー
ル
の
変
更
に
よ
っ
て
、
今
後
大
き
な
利
用
増

に
繋
が
る
要
因
な
ど
が
発
生
し
、
自
然
環
境
へ
の

悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
は
、
予
防
的
措
置

と
し
て
利
用
に
係
る
制
限
を
講
じ
ま
す
。 

※
必
要
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
上
陸
地
点
等
の
安
全
対

策
な
ど
は
、
東
京
都
と
小
笠
原
村
と
で
協
議
し
な 

が
ら
続
け
て
い
き
ま
す
。 

※
石
門
の
個
別
ル
ー
ル
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
移
入
種
を
持
ち
込
ま
な
い
、
動
物
を
驚
か
さ
な
い

等
の
共
通
ル
ー
ル
は
継
続
し
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
環
境
局
自
然
環
境
部
緑
環
境
課
島
し
ょ 

自
然
環
境
担
当 

 

０
３―

５
３
８
８―

３
５
０
８ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

６
月
か
ら
南
島
の
利
用
ル
ー
ル
が 

変
更
に
な
り
ま
し
た 
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シ
ロ
ア
リ
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
早
期
対
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

 

特
に
木
造
家
屋
は
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
を
受
け
や
す

い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

な
お
、
シ
ロ
ア
リ
の
定
期
点
検
は
１
年
に
１
回
行

う
の
が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

村
で
は
、
家
屋
の
無
料
点
検
を
年
４
回
の
シ
ロ
ア

リ
対
策
事
業
内
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
心
配
の
場

合
、
ま
ず
は
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 
 

２-

２
２
７
０ 

 
 
 

母
島
支
所 

庶
務
係       

３-

２
１
１
１ 

    

商
工
会
青
年
部
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
村
民
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

【
日
時
】
７
月
９
日(

日) 

午
後
４
時
～ 

 
 

【
集
合
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

※
受
付
は
当
日
に
、
現
地
で
お
こ
な
い
ま
す
。 

※
現
地
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い
方
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

※
ゴ
ミ
袋
は
商
工
会
青
年
部
で
用
意
し
て
あ
り
ま
す

が
、
軍
手
・
お
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会  

２―

２
６
６
６ 

    

今
年
も
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
８
～
９
月
頃

ま
で
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
海
岸
に
上
陸
し
て
き
ま
す
。

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
安
心
し
て
産
卵
で
き
る
よ
う
、
図

で
示
し
た
植
栽
地(

蛇
か
ご
と
砂
浜
ま
で
の
間)

に
は

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
・
孵
化
が
終
わ
る

頃(

10
月
頃)

ま
で
、
夜
間
、
大
村
中
央
地
区
の
園

内
灯
の
消
灯
と
迷
走
防
止
ゲ
ー
ト
を
閉
鎖
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
足
元
に
ご
注
意
下
さ
い
。 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                  

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
担
当 ２―

２
１
６
５ 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

 

大
神
山
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２―

７
１
７
０ 

  

【
開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
、
観
光
船
入
港
中
、 

７
月
19
日(

水)

よ
り
毎
日
開
館 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

夜
間
開
館
日:

～
午
後
９
時) 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

◎
特
別
展 

〇
「
ザ 

小
笠
原
の
イ
ル
カ
」
展 

～
あ
の
こ
ど
ん
な
こ
、
き
に
な
る
こ 

新
館
に
て
開
催
中 

小
笠
原
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調

査
や
生
態
な
ど
を
紹
介
し
、
海
で
イ
ル
カ
に
出
会
っ

た
時
に
さ
ら
に
楽
し
く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展

示
で
す
。 

〇
写
真
展
「
ひ
み
つ
のBonin

」 

～
ま
だ
、
み
た
こ
と
の
な
い
小
笠
原
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い 

 

７
月
19
日(

水)

よ
り
本
館
に
て
開
催
予
定 

 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
眺
め
の
よ
い
場
所
、
年

に
一
度
の
絶
景
、
人
知
れ
ず
起
こ
っ
て
い
る
自
然
の

事
象
や
、
少
し
前
の
小
笠
原
の
風
景
、
出
来
事
な
ど

を
写
真
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
０
０
１ 

   

◎
夏
休
み
特
別
企
画
『
外
来
種
展
』 

普
段
か
ら
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
外
来
種
。
そ
ん

な
彼
ら
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
外
来
種
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ワ
ケ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
自
由
研
究
の
題
材

に
い
か
が
で
し
ょ
う
？
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！ 

【
開
催
期
間
】７
月
22
日 (

土) 

～ 

８
月
23
日(

水) 

【
開
館
日
】お
が
さ
わ
ら
丸
お
よ
び
観
光
船
入
港
中 

※
着
発
期
間
中
は
日
曜
休
館 

※
詳
細
は
遺
産
セ
ン
タ
ー
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。 

    

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 
 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

  

５
月
30
日(

ご
み
ゼ
ロ
の
日)

か
ら
６
月
８
日(

世

界
海
洋
デ
ー)

ま
で
の
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
期
間

中
、
宮
之
浜
・
大
村
海
岸
・
製
氷
海
岸
・
扇
浦
海
岸

に
漂
着
ご
み
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。 

こ
の
期
間
に
回
収
し
た
漂
着
ご
み
の
回
収
量
は
、
合

計
で
１
３
０
・
２
８
kg
と
な
り
ま
し
た
。 

 

各
ビ
ー
チ
の
主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
宮
之
浜(

２
６
・
７
２
kg)

】 

事
業
系
の
ゴ
ミ
が
多
く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。 

【
大
村
海
岸(

６
３
・
５
０
kg)

】 

漁
業
系
の
ゴ
ミ
が
最
も
多
く
、
次
い
で
事
業
系
の

ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
全
海
岸
の
中
で
、
最
大

の
回
収
量
と
な
り
ま
し
た
。 

【
製
氷
海
岸(

２
８
・
５
０
kg)

】 

事
業
系
、
漁
業
系
な
ど
の
ゴ
ミ
が
多
く
回
収
さ
れ

ま
し
た
。
次
い
で
生
活
系
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し

た
。 

【
扇
浦
海
岸(

１
１
・
５
６
kg)

】 

漁
業
系
の
ゴ
ミ
が
多
く
回
収
さ
れ
、
事
業
系
、
生

活
系
な
ど
の
ゴ
ミ
が
満
遍
な
く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。 

 ※
宮
之
浜
、
大
村
海
岸
、
扇
浦
海
岸
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
で
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
引
き
続
き
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
回
収
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。 

【
共
催
】小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
、 

小
笠
原
海
上
保
安
署
、
小
笠
原
村 

【
協
力
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会 

(B
O

ISS)

、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会 

【
そ
の
他
】 

全
国
の
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
の
取
組
は
、
こ
ち
ら

の
ア
ド
レ
ス
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

(https://um
inohi.jp/um

igom
i/zerow

eek/) 

家
屋
の
シ
ロ
ア
リ
被
害
を
見
つ
け
た
ら 

 

大
村
海
岸
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
場
所
を 

守
る
た
め
に 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
実
施
報
告 

https://uminohi.jp/umigomi/zeroweek/
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●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２-

７
１
７
４ 

     

小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と

い
う
様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
、
大

き
な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に

わ
た
る
根
絶
防
除
の
末
、
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和

60
年
以
降
、
30
年
あ
ま
り
再
侵
入
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま
す
。 

 

最
近
の
ミ
バ
エ
の
侵
入
事
例
と
し
て
は
、
令
和
４

年
に
沖
縄
県
及
び
鹿
児
島
県
に
お
い
て
、
ミ
カ
ン
コ

ミ
バ
エ
の
ト
ラ
ッ
プ
へ
の
誘
殺
が
確
認
さ
れ
、
定
着

を
阻
止
す
る
た
め
の
防
除
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
過
去
に
は
、
平
成
27
年
に
鹿
児
島
県
奄

美
大
島
に
て
同
虫
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
寄

主
果
実
の
地
域
外
へ
の
持
ち
出
し
の
禁
止
、
約
１
８

０
０
ト
ン
の
果
実
の
廃
棄
処
分
が
実
施
さ
れ
、
大
き

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発

生
地
域(

東
南
ア
ジ
ア
等)

か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ

り
再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総

合
事
務
所
及
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再
侵

入
警
戒
調
査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。 

 

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫
制

度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 【
小
笠
原
で
輸
入
・輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
】 

 

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税
法
で

も
、
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島

に
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場
合

は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 【
小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
！
】 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
害
虫
が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主

植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ
等
の
植
物
の

持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

観
葉
植
物
・
苗
木
等
の
根
付
き
植
物
を
小
笠
原
諸

島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
植
物
防
疫
官
又
は

植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、
害
虫
の
付
着
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
ま
た
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
も
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

の
卵
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

土
壌
サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前

に
小
笠
原
総
合
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

《
害
虫
》
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

《
植
物
》
ア
サ
ガ
オ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ

(

空
心
菜)

、
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
等
の
生
茎
葉
及
び

地
下
部 

 

【
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

《
宅
配
便
・
貨
物
等
》 

小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務
課 

(

平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分) 

《
手
荷
物
・
携
帯
品
》 

二
見
港
船
客
待
合
所 

(

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～) 

※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員

が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

業
務
課 

 

２―

２
１
０
２ 

    

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
に
お

い
て
行
い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確

保
の
た
め
、
一
部
の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩

道
を
通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通

行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
２
時 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【
作
業
区
域
】
鳥
山
か
ら
巽
湾
側
に
小
港
ま
で
の
沿

岸
及
び
そ
の
周
辺
山
域(

住
宅
地
及
び
東
平
サ
ン
ク

チ
ュ
ア
リ
を
除
く)

。 

 

道
路
作
業
は
湾
岸
通
り
や
夜
明
道
路
、
巽
道
路
な

ど
の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港
海
岸
、
中
山
峠
の
周

辺
で
、
主
に
道
路
沿
い
を
周
回
し
ま
す
。
通
行
止
め

は
行
い
ま
せ
ん
が
、
交
通
誘
導
等
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

沿
岸
部
作
業
は
二
見
湾
内
及
び
遊
泳
地(

釣
浜
、

宮
之
浜
、
初
寝
浦
、
石
浦
、
ジ
ニ
ー
ビ
ー
チ
、
ジ
ョ

ン
ビ
ー
チ
、
ブ
タ
海
岸
、
小
港
海
岸
、
コ
ペ
ペ
海

岸)

を
除
く
す
べ
て
の
父
島
沿
岸
域
で
実
施
し
ま

す
。 

※
別
図
参
照 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

７
月
５
日(

水) 

 
道
路
沿
い
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止
め
区
間
な

し ７
月
６
日(
木) 

 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

７
月
13
日(
木) 

 

沿
岸
部
・
三
日
月
山
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行
止

め
区
間
な
し 

７
月
17
日(

月) 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

７
月
18
日(

火) 

 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

           

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

     

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し
各
自
で
受
講

し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
す
。 

 

次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、
利
用
講
習
の
受
講

と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
講
習
資
料
の
配

付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
に
て
お
申
込
み
い
た

だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

１ 

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し

て
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方(

村
民
レ
ク
簡
易

講
習) 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

植
物
防
疫
制
度
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
・
排
除
に

伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行
止
め

に
つ
い
て 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林 

簡
易
講
習
会(

父
島
・
母
島) 
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る
方(

調
査
研
究
簡
易
講
習) 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

◎
パ
ス
発
行
ま
で
の
流
れ 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
配
布 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

等
を
記
載
し
、
受
講
締
切
ま
で
に
提
出 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は

腕
章
の
交
付 

◎
父
島
・
母
島
講
習
受
講
申
込
み
締
切
日 

【
締
切
日
】
７
月
19
日(

水) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー  

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２―

２
１
０
３ 

     

「
妊
娠
中
！
？
お
腹
が
大
き
な
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ 

イ
ル
カ
た
ち
」 

 

気
温
も
水
温
も
上
が
り
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎

え
ま
し
た
。
青
々
と
し
た
海
を
目
の
前
に
、
ド
ル
フ

ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ス
イ
ム
が
一
層
楽
し
み
な
季

節
で
す
ね
。 

さ
て
、
こ
の
時
期
イ
ル
カ
を
観
察
す
る
際
に
、
み

な
さ
ま
に
気
に
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
イ
ル
カ
た
ち
が
新
生
児
を
連
れ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
小
さ
な
仔
イ
ル
カ
の
体
に
は
、「
胎
児

線
」
と
呼
ば
れ
る
数
本
の
し
わ
が
見
ら
れ
ま
す
。
私

た
ち
が
よ
く
水
中
観
察
を
行
う
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ

ル
カ
の
場
合
、
胎
児
線
の
つ
い
た
仔
イ
ル
カ
の
確
認

傾
向
か
ら
、
出
産
シ
ー
ズ
ン
は
主
に
夏
頃
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
春
以
降
の
個
体
識

別
調
査
に
お
い
て
も
、
出
産
を
控
え
て
い
る
で
あ
ろ

う
大
き
な
お
腹
を
し
た
メ
ス
イ
ル
カ
が
複
数
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。 

一
部
ご
紹
介
す
る
と
、
父
島
・
母
島
列
島
で
確
認

さ
れ
て
い
る
チ
ー
ズ(

識
別
番
号
＃
31)

と
い
う
愛

称
の
つ
い
た
個
体
や
、
母
島
列
島
で
し
か
確
認
さ
れ

て
い
な
い
チ
ョ
ビ(

＃
２
１
４)

と
い
う
愛
称
の
つ
い

た
個
体
が
、
６
月
上
旬
時
点
で
今
に
も
は
ち
切
れ
ん

ば
か
り
の
お
腹
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
夏
、
彼
女

た
ち
が
新
生
児
を
連
れ
て
い
る
姿
が
観
察
さ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
た
な
命
が
生
ま
れ
て
く
る
の
が

楽
し
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
仔
イ
ル
カ
た
ち
が
元
気

に
成
長
し
て
く
れ
る
よ
う
、
優
し
く
そ
っ
と
見
守
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

          

【
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お
願
い
】 

小
笠
原
の
海
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち
の
生
活
に
負

荷
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
、
観
察
者
の
安

全
と
快
適
性
を
確
保
す
る
た
め
、
小
笠
原
村
観
光
協

会
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
自
主
ル
ー
ル
が
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
自

主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、
船

の
大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。(

ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る) 

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
対
す
る
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー

回
数
を
、
１
隻
に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他
船
を
配
慮

す
る
こ
と
。 

 

● 

問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)         

２
ー
３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
266 

 ―

全
力
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
調
査
中―

 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
、
通
称
カ
メ
セ
ン
タ
ー
。
そ
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
カ
メ
調
査
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
ま
し

た
。
昼
間
は
砂
浜
で
テ
ッ
キ
ン
を
突
き
、
卵
を
確
認

し
、
推
定
産
卵
日
と
位
置
記
録
を
す
る
調
査
を
し
て

い
ま
す
。
夜
間
は
大
村
海
岸
で
産
卵
に
来
た
お
母
さ

ん
ガ
メ
を
見
守
り
、
個
体
識
別
の
た
め
の
標
識
付
け

や
産
卵
位
置
記
録
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
カ
メ
セ
ン
タ
ー
で
は
水
槽
の
掃
除
を
し
て
エ
サ

を
あ
げ
て
カ
メ
を
磨
き
、
ご
来
館
の
皆
さ
ま
に
は
ウ

ミ
ガ
メ
教
室
を
開
催
し
て
、
い
つ
も
通
り
開
館
し
て

い
ま
す
。 

 

調
査
中
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
様
々
な
こ
と
を
観
察

し
、
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
た

ち
は
砂
浜
に
卵
を
産
み
ま
す
が
、
波
打
ち
際
よ
り
も

さ
ら
に
奥
、
木
や
草
が
生
い
茂
る
場
所
を
好
ん
で
産

卵
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
産
み
や
す
い
の
か
、
砂
浜

の
中
で
も
人
気
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
と
て
も
狭
い
範

囲
に
い
く
つ
も
産
卵
の
形
跡
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
あ
ま
り
に
近
い
と
、
先
に
産
み
落
と
さ
れ
た
卵

を
別
の
お
母
さ
ん
ガ
メ
が
掘
り
返
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
は
た
か
ら
見
て
い
る
ニ
ン
ゲ
ン
と
し

て
は
「
別
の
場
所
に
産
ん
だ
ら
い
い
の
に…

…

」
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
お
母
さ
ん
ガ
メ
た
ち
に
と

っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ
わ
り
や
理
想
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。
ど
う
し
て
こ
こ
を
選
ん
で
産
卵
し
た
の
か

な
？
ど
こ
が
気
に
入
っ
た
の
か
な
？
と
考
え
な
が
ら

調
査
を
す
る
と
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
ウ
ミ
ガ
メ
の
こ

と
が
分
か
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
近
づ
け
る
気
が
し
ま

す
。 

 

皆
さ
ま
も
暑
く
な
る
と
海
に
行
く
機
会
が
増
え
る

か
と
思
い
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
が
掘
っ
た
後
を
観
察

し
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
行
動
や
気
持
ち
を
想
像
し
て
、
ウ

ミ
ガ
メ
に
一
歩
近
づ
い
て
み
る
の
も
夏
の
楽
し
み
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。 

 

◎
迷
走
ウ
ミ
ガ
メ
１
１
０
番
！ 

産
卵
に
上
陸
し
て
き
た
お
母
さ
ん
ガ
メ
が
道
路
に

出
て
し
ま
っ
た
り
、
海
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
や
衰
弱
死
に
繋
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
見
つ
け
た
場
合
は
海
洋
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２―

２
８
３
０ 

 
 
 
 
 

夜
間
は
０
９
０-

１
４
６
１-

３
１
７
１ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net 

   

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
戦
前
に
硫
黄
島

で
暮
ら
し
て
い
た
島
の
人
た
ち
の
日
常
を
村
民
の
皆

さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
転
載
元
の
書

誌
情
報
は
村
民
だ
よ
り
746
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

硫
黄
島
編(

10) 

 

そ
う
い
う
設
備
は
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
の
？ 

─
─

水
が
重
要
な
島
だ
も
ん
ね
。 

 

雨
降
る
の
が
何
よ
り
の
一
番
の
［
喜
び
］。
雨
降

ら
な
い
と
、
水
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
も
ん
ね
。 

─
─

お
風
呂
と
か
も
入
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
？ 



  NO．756  令和 5(2023)年 7 月 1日(土)                           編集・発行  小笠原村総務課 

 

-11- 

 
そ
う
。
だ
か
ら
、
う
ち
は
親
戚
の
う
ち
の
、
コ
カ

畑
の
中
に
、
コ
ン
ク
リ
で
作
っ
た
蓋
な
か
っ
た
け

ど
、
池
み
た
い
な
の
あ
っ
た
の
。
そ
こ
に
水
貯
め
て

い
た
の
。
そ
こ
に
、
砂
糖
釜
か
な
ん
か
持
っ
て
行
っ

て
、
風
呂
入
っ
た
り
。 

─
─

水
風
呂
？ 

 

夏
だ
も
ん
。
私
は
雪
も
知
ら
な
き
ゃ
、
セ
ー
タ
ー

も
知
ら
な
い
。
お
米
が
な
る
木
も
知
ら
な
か
っ
た

よ
。
稲
、
見
た
こ
と
な
い
、
田
ん
ぼ
も
な
い
。
木
村

校
長
っ
て
い
う
の
が
都
会
、
東
京
か
ら
来
た
の
。
そ

の
先
生
が
、
お
米
の
な
る
木
［
＝
稲
］
を
持
っ
て
き

て
く
れ
て
「
こ
れ
が
お
米
に
な
る
ん
だ
よ
」
っ
て

［
見
せ
て
く
れ
た
］。 

─
─

そ
の
木
村
校
長
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
持

っ
て
き
て
く
れ
た
人
で
し
ょ
？ 

 

そ
う
そ
う
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
の
。
篠
崎
先
生

っ
て
い
う
の
は
、
校
長
で
は
な
い
。
玉(

た
ま)

置

(

お
き)

先
生
と
か
。
安
宅(

や
す
み)

校
長
っ
て
い
う

の
は
、
昔
か
ら
家
族
で
住
ん
で
た
。
奥
さ
ん
の
ち
よ

先
生
っ
て
言
っ
て
、
私
、
１
年
生
の
時
に
教
わ
っ

た
。
安
宅
ち
よ
先
生
に
、
ミ
シ
ン
な
ん
か
も
教
わ
っ

た
の
。
篠
崎
先
生
に
は
教
わ
っ
た
こ
と
な
い
。
安
宅

校
長
に
は
そ
ろ
ば
ん
を
教
わ
っ
た
。
ち
よ
先
生
は
１

年
生
で
入
学
し
て
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
、
５
、
６

年
の
時
、
裁
縫
っ
て
い
う
の
？ 

ブ
ラ
ウ
ス
な
ん
か

も
作
っ
た
よ
、
ミ
シ
ン
で
。
着
物
と
か
そ
う
い
う
和

装
は
、
山
本
ハ
ツ
ネ
先
生
に
教
わ
っ
た
。
染
物
も
自

分
で
や
っ
た
よ
。
生
地
染
め
る
の
。
染
粉
が
売
っ
て

た
の
。
絞
り
に
す
る
に
は
、
花
模
様
か
な
ん
か
糸
か

な
ん
か
で
縫
っ
て
、
絞
っ
て
お
く
の
、
そ
れ
を
染
粉

に
入
れ
る
の
。
そ
う
す
る
と
、
そ
こ
だ
け
花
の
形
の

よ
う
に
染
ま
る
の
。
そ
う
い
う
の
を
学
校
で
教
わ
っ

た
の
。
そ
れ
を
う
ち
で
、
自
分
で
や
っ
た
の
。
戦
争

中
だ
か
ら
、
羽
織
と
か
、
着
物
と
か
壊
し
て
、
モ
ン

ペ
っ
て
い
う
の
を
作
っ
た
の
、
戦
時
中
だ
か
ら
。
今

の
こ
う
い
う
ズ
ボ
ン
に
、
紐
が
つ
い
て
る
や
つ
だ

よ
。
型
紙
と
っ
て
ね
。
う
ち
の
お
父
さ
ん
に
、「
そ

う
い
う
こ
と
が
好
き
な
ら
、
お
前
に
は
そ
う
い
う
学

校
に
行
か
せ
て
や
る
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
い
た
の
。

そ
う
し
た
ら
戦
争
で
あ
ん
な
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
で
し

ょ
う
？ 

─
─

ミ
シ
ン
は
あ
っ
た
の
？ 

 

う
ち
に
は
な
い
、
学
校
。 

─
─

結
構
、
裁
縫
や
っ
て
い
た
人
多
い
ん
だ
よ
ね
。

怜
馬
君
［
＝
西
村
怜
馬
・
全
国
硫
黄
島
島
民
３
世
の

会
会
長
］
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
東
京
に
出
て
い

た
っ
て
、
裁
縫
の
学
校
で
。
私
も
、
学
校
行
か
せ
て

や
る
っ
て
、
お
父
さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
て
た
ん
だ
け

ど
、
戦
争
で
引
揚
げ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
だ
か
ら
那

須
［
の
集
団
入
植
地
］
に
来
て
か
ら
ね
、
小
笠
原
は

東
京
の
管
轄
で
し
ょ
う
？ 

だ
か
ら
東
京
都
か
ら
、

軍
服
の
お
下
が
り
と
か
ね
、
軍
隊
の
靴
と
か
を
結
構

も
ら
っ
た
の
。
そ
れ
を
縫
っ
た
り
し
て
使
っ
た
、
靴

も
履
い
た
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
背
負
っ
て
、
那
須
に

配
給
取
り
に
行
っ
た
よ
。
軍
隊
の
払
い
下
げ
ね
、  

・
・
・
次
回 

硫
黄
島(

11)

に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
九
十
八
貝 

「
最
後
の
楽
園
は
未
来
の
た
め
の
教
科
書
」 

  

３
時
に
起
き
て
、
４
時
に
準
備
を
終
え
、
５
時
に

ス
タ
ー
ト
地
点
に
つ
き
、
歩
い
て
山
越
え
谷
越
え
、

ま
た
山
越
え
て
３
時
間
、
母
島
の
道
な
き
道
の
そ
の

先
に
。
落
ち
葉
を
め
く
れ
ば
め
く
る
ほ
ど
マ
イ
マ
イ

が
い
て
、
土
の
隙
間
を
覗
け
ば
の
ぞ
く
ほ
ど
マ
イ
マ

イ
が
い
て
。
１
本
の
木
で
１
０
０
匹
を
超
え
る
こ
と

も
珍
し
く
な
い
。 

 

50

cm
枠
の
中
の
落
葉
の
中
の
世
界
の
多
様
性
、

５
ｍ
枠
の
中
の
樹
上
の
世
界
の
多
様
性
を
調
査
用
紙

に
記
録
し
な
が
ら
、
楽
園
が
健
在
で
あ
る
こ
と
を
確

か
め
て
、
ほ
っ
と
ひ
と
い
き
。
種
類
も
個
体
数
も
多

い
の
で
３
分
間(

ま
た
は
10
分
間)

で
枠
の
中
に
現

れ
る
マ
イ
マ
イ
た
ち
の
、
種
類
、
成
長
段
階
、
生

死
、
食
害
、
新
古
の
状
態
の
違
い
を
暗
記
し
た
ま
ま

調
査
し
き
れ
な
い(

う
れ
し
い)

。
そ
ん
な
場
所
は

今
、
こ
の
島
に
こ
こ
だ
け
。 

 

そ
こ
は
、
昔
は
そ
こ
ら
中
が
こ
う
い
う
楽
園
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
い
う
光
景
を
肌
で
感
じ
て
学
べ
る
貴

重
な
場
所
。 

 

そ
し
て
、
将
来
は
こ
う
い
う
楽
園
を
そ
こ
ら
中
に

復
活
さ
せ
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
か
め
る
場
所
。 

                

※
こ
れ
は
環
境
省
事
業
の
マ
イ
マ
イ
保
全
の
た
め
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。
外
来
の

プ
ラ
ナ
リ
ア
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
に
捕
食
さ
れ
て
多
く

の
島
で
固
有
の
マ
イ
マ
イ
が
絶
滅
の
危
機
に
あ
り

ま
す
。「
コ
ド
ラ
ー
ト
」
と
い
う
枠
の
中
の
生
息

密
度
を
調
べ
、
そ
の
時
間
変
化
を
察
知
す
る
こ
と

で
、
す
ぐ
に
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
種
類
を
絞

り
込
ん
だ
り
、
回
復
の
た
め
の
対
策
を
進
め
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

母
島
の
現
地
調
査
は
今
年
で
12
年
目
、
長
い

期
間
続
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
島
に
暮
ら
す
マ
イ
マ

イ
た
ち
に
起
き
て
い
る
真
実
が
見
え
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー 

森
英
章 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
野
恵 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会    

２―

３
１
１
７ 
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小笠原村環境課 2－2270  

 小笠原村は、令和 4 年（2022 年）９月 12 日に 2050 年までに CO2（二酸化炭素）排出量を実
質ゼロにすることを目指す「ゼロカーボンシティ」(※１) を宣言し、村民、事業者、来島者、行政が
一体となり地球温暖化対策に取り組んでいくことを表明しました。 

 地球の大気中に含まれる CO2 などの「温室効果ガス」の濃度が
上がり、宇宙に放出されるはずの熱が大気中に閉じ込められるこ
とにより、地表面の気温が上昇してしまう現象です。 
 このまま地球温暖化の対策をしない場合、今世紀末(2100 年)
までに最大で 5.7℃の気温上昇が予測されています。 

地球温暖化ってなに？ 

どんな影響があるの？ 

 省エネ家電の購入促進のために、東京都からの支援に加え
て、省エネ性能の高いエアコン・冷蔵庫への買い替えに補助金
を上乗せしています。 

 このまま地球温暖化が進行すると更なる気候変動により、
私たちの暮らしや小笠原の自然が危機にさらされるおそれが
あります。 

 近年、大渇水や台風の直撃、大雨などによって小笠原も大き
な被害を受けています。このような異常気象は地球温暖化の進
行が要因の一つと考えられています。 

今からできること 

★照明器具を LED に取り換える 
 
 
 

※３ 

※３ 東京都ではより省エネ性能の高いエアコン、冷蔵庫、給湯器への 
買い替えに対して、商品券等に交換可能な「東京ゼロエミポイント」 
を付与する事業を実施している。 

を策定します。 

 2050 年 CO2 実質排出量ゼロに向けて、 
今から家庭で出来る CO2 削減の取り組みの一部を紹介します。 

 

地球温暖化を防ぐために… 
国内外でゼロカーボン達成に向けた取り組みが加速しています。 

「2050 年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする」 

・パリ協定 

・RE100      

        など 

・COOL CHOICE 

・地域脱炭素 

 ロードマップ など 

・ゼロエミッション 

 東京戦略 

・ゼロエミッション 

 都庁行動計画  など  

東京都 日本 世界 

※２ 温室効果ガスの排出抑制などを行うために必要なことを定める計画。 
   自治体が行っている事務と事業が対象となる。 

温室効果ガス 

太陽光 

※２ 

※１ 2050年までに CO2の排出量実質ゼロにすることを目指す旨を首長もしくは地方公共団体として公表した自治体のこと。 

※４ 温室効果ガスの排出量削減等を推進するための総合的な計画。小笠
原村の現況や温室効果ガスの削減目標、その目標を達成するために
必要な施策（再エネ導入や省エネ促進など）を記載するもの。事務事
業編（※２）と異なり、住民・事業者の地球温暖化対策も促進する。 

●秋ごろには村民の皆さまの意見を計画に反映するための 

ワークショップを開催予定です。ぜひご参加ください！ 

●検討状況については、今後も村民だよりでお知らせします。 

今年度中の計画策定を目指して、検討を進めていきます。 

小笠原村地球温暖化対策実行計画 
（区域施策編）※４ 

小笠原村みんなでゼロカーボン実現に取り組むために 

 小笠原村地球温暖化対策実行計画（事務事業編）に基づき、役
場庁舎・交流センター・診療所…等々、小笠原村が管理する施設
等において、地球温暖化防止のための取組を行っています。 

今 小笠原村では… 

これから 

★冷蔵庫にものを詰め込みすぎない 

 
 
 
 

★シャワーは不必要に流したままにしない 
 
 
 

★近い距離はできるだけ徒歩や自転車で移動する 
 

 
 
 

★マイバッグ・マイボトルを使う 
 
 
 

★食べ残しなどの食品ロスを減らす 
 

 
 
 

ぜひご協力をお願いします！ 
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食事 1.0L 

体内で作られる水 

0.3L 

排泄 1.6L 

呼吸や汗 0.9L 

飲み水
1.2L 

 

 

 

 

  

 

 

 

夏本番の季節になりました。スポーツで汗をかいた後の冷たい飲み物は美味しいですね。この季節に怖いのが、 

テレビでもよく目にする熱中症です。今回は熱中症予防のための効果的な水分補給についてお伝えします。 

 正しい知識で水分をこまめにとって、楽しい夏を過ごしましょう。 

 

       １日に必要な飲み水は？ 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

   

    

IN 2.5L      OUT 2.5Ｌ 

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

・飲料は、きちんと食事をしていれば水やお茶がおすすめです。大量に汗をかいた時や食事が摂れない時は電解質 

（イオン）入りの飲料をとるようにしてもよいでしょう。 

・アルコールには利尿作用があるため、水分補給になりません。１ℓ のビールを飲むと、 

1.1ℓ の水分が出ていきます。アルコールを飲むときには水やお茶なども間に飲みましょう。 

 

 

 

― 村民課福祉係— 

— 第 2８１号― 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

クジラ：１日にコップ８杯か～、こまめな水分補給を習慣にすることが大事なんだね。 

保健師：そうですね。外出する時に水筒を持っていく親子をよく見かけます。いい習慣ですね。 

    お子さんや高齢者には周囲の方が、声をかけて水分摂取を促すことも大切です。  

クジラ：ぼくもいつも水筒に麦茶を入れて持ち歩くようにしよう！ 

１ℓ １.1ℓ 

人は普通に生活しているだけでも１日に２．５Ｌ 

の水が必要です。 

そのうち飲み水で１．２Ｌとりましょう。 

コップ１杯＝１５０ml を 

１日に８杯飲みましょう！ 
 

  

 

エアコン、扇風機を使いましょう。 

 特に高齢者の方は、暑さに対する感覚機

能と体の調節機能が低下します。 

室内で気づかないうちに脱水を起こして

いることがあります。 

「室温 28℃、湿度 70％以下」を目安に 

エアコン、扇風機を使いましょう。 

 

 

おやつ 

おやつ 

子どもの１日の水分摂取量の目安は？ 

体重１ｋｇあたり 

乳児：150ml, 幼児：100ml, 学童：80ml 

＊食事（母乳・ミルク）からの水分量含む 

例）体重５ｋｇの乳児＝750ｍｌ 

    体重 15ｋｇの幼児＝1.5ℓ 

  体重 20ｋｇの学童＝1.6ℓ 

体重の割に子どもの水分摂取量は多いので 

水や麦茶などをこまめに飲ませましょう。 

何を飲めばいいの？ 



硫黄島３島クルーズ(6/30～) 出港日
公認心理師による子育て個別相談・セミナー(母島) 小笠原村観光局令和４年度事業報告会(父島)

公認心理師による子育て個別相談(父島)(～７/３)

公認心理師による子育てセミナー(父島) 平島視察会(母島)

都ノヤギ排除(・18日)

出港日 乳幼児計測会（母島）

小笠原村診療所(歯科)の休診～13日 母島巡回ペット診療・相談(・19日)

スノーケリングインストラクター認定講習申込(～21日) 小笠原村観光局令和４年度事業報告会(母島)

扇浦園地キッチンカー出店者募集(～18日)
東京都小笠原住宅「工事説明会」ケーブルテレビ放送(・５日) 出入港日

育児学級(歯科の会)(母島)(・11日) 子がめの会（父島）

認知症サポーター養成講座（母島）申込〆切 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

認知症サポーター養成講座（母島）

都ノヤギ排除(・６日)

入港日

定期予防接種(父島)(母島)

粗大ごみ収集（母島）

育児学級（卒乳の会）（父島）申込〆切 出入港日

硫黄島３島クルーズ参加費補助申込〆切 テレビ放送の中断(父島)

日本政策金融公庫による金融相談(父島)

日本政策金融公庫による金融相談(母島) 「母島・父島返還祭」録画放送(ケーブルテレビ)

出港日

大村海岸ビーチクリーン(父島)

育児学級(卒乳の会)（父島）

村議会録画放送(ケーブルテレビ)(・12日) 出入港日

母島巡回労働相談 硫黄島訪島事業

行政相談所の開設(父島) テレビ放送の中断(母島)

平島視察会(母島)申込〆切

母島巡回ペット診療・相談申込〆切

入港日 電話による法律相談(第二東京弁護士会)

乳幼児健診・歯科健診（父島）/都ノヤギ排除

くらしの法律・税金相談(父島・母島)(・14日)

セーフティ教室(父島) 出入港日

くらしの法律教室(父島)(母島)

固定資産税（第２期）の納期

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　3日・5日・7日・10日・12日・14日・19日・21日・24日・26日・28日・31日

15 土

28 金

30 日

金 29 土

31 月

14

13

12 水

木

27 木

11 火 26 水

10 月 25 火

9 日 24 月

8 土 23 日

7 金 22 土

6 木 21 金

5 水 20 木

4 火 19 水

3 月 18 火

2 日 17 月

1 土 16 日

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

海の日


